廃棄物を減らすための４Ｒ
廃棄物の発生抑制、適正処理及びリサイクルの推進は、業務での廃棄物の発生量の多寡にかかわらず、環境経営の重要な要素です。
　廃棄物の問題でまず大切なことは、ゴミを減らすことです。ゴミの減量のため「４Ｒ運動」が提唱されています。環境先進国のヨーロッパのゴミ処理の原則で、現在は４Ｒによってゴミを大幅に削減しています。

　■ゴミを減らす原則　４Ｒ

○Ｒｅｆｕｓｅ（リフューズ）：発生源でごみになるものを断つこと
『消費者は、過剰包装を断るなど、ごみになるものを買わない』
『流通業者は、ごみになるようなものを売らない』
『生産者は、ごみになるようなものを作らない』
　という社会・経済システムを創ること、ゴミを減らすためにまず大切なことです。
　　　　　○Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）：買う量・使う量を減らすこと

使い捨て容器入りの製品の替わりに詰め替え用を買うことも、ごみの減量につながります。例えばパックされた製品の替わりに量り売りの製品を購入し、必要以上の物を買わず余分な物をごみにしない。
○Ｒｅｕｓｅ（リユーズ）：繰り返し使うこと

手直しして使えるものは、修理・修繕をして使いましょう。
使い捨て容器（ワンウェイ容器）でなく、ビールびん・酒びん・牛乳びんのように、何度も使える容器（リターナブル容器）に入った製品を選ぶこと。
フリーマーケットやリサイクルショップの活用、そして、古本屋や図書館の利用なども再使用にあたります。まだ使える服などは、必要としている人にゆずりましょう。

○Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）：資源に再生して再利用すること

廃棄物処理を委託するときには、適切にリサイクルを実施している処理事業者を選びましょう。また、リサイクルをすすめ、スムーズな処理をおこなうためにも「混ぜればゴミ、分ければ資源」をキャッチフレーズに分別をすすめましょう。また、メーカーや小売店の回収リサイクルシステムを積極的に利用しましょう
また、再生品を使った商品など、環境にやさしい商品を選びましょう。 

　　　　　

　■廃棄物の適正処理の推進

「ゴミ」はゴミ箱に捨てて終わりではありません。収集、再分別、リサイクル、焼却、埋め立てなど、処理にかかる手間と費用は大変なものです。家庭のゴミ処理には私達の税金がたくさん使われています。企業が出すゴミはその企業が責任を取らねばなりません。特に産業廃棄物に指定されているものは、不法投棄されることがないよう最終処分されるまでゴミを出した企業が責任を負います。適正な事業者に委託して、適正な費用を負担し、適正に処理をすること、適正な処理がされているか管理することが義務付けられています。

